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安
倍
政
権
は
、

多
く
の
国
民
の
反

対
の
声
を
踏
み
に

じ
り
、
最
高
裁
・

学
識
経
験
者
や
過

去
の
総
理
大
臣
が
、口
を
揃
え
て
違

憲
で
あ
る
と
唱
え
て
も
数
の
論
理

で
突
き
進
み
、戦
争
法
制
を「
可
決
」

さ
せ
た
。
▼
い
っ
た
い
日
本
の
民
主

主
義
は
ど
こ
に
行
っ
た
の
か
。
労

働
法
制
・
辺
野
古
新
基
地
建
設
・

特
定
秘
密
保
護
法
・
武
器
輸
出
や

日
本
版N

SC

な
ど
国
民
の
声
に
耳

を
傾
け
な
い
強
引
な
進
め
方
に
、つ

い
に
国
民
が
動
き
出
す
。
▼
国
会

周
辺
に
若
者
が
集
ま
り
、
異
議
を

唱
え
て
い
る
。SEALDs

「
自
由

と
民
主
主
義
の
た
め
の
学
生
緊
急

行
動
」
に
は
、ス
マ
ホ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
広
く
呼
び
か
け
て
ど
こ
か

ら
と
も
な
く
若
者
が
集
ま
っ
て
く

る
。
独
裁
的
な
政
治
運
営
に
こ
れ

ま
で
声
を
上
げ
な
か
っ
た
人
々
が
、

平
和
と
民
主
主
義
を
求
め
て
立
ち

上
が
っ
た
。
▼
こ
れ
ら
の
行
動
が
、

良
い
、
悪
い
で
は
な
く
私
た
ち
は
、

日
本
国
民
の
将
来
の
た
め
に
、今
ま

で
以
上
に
声
を
上
げ
行
動
す
る
こ

と
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

た
だ
日
本
の
国
民
性
は
熱
し
や
す

く
冷
め
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

だ
か
ら
こ
そ
一
人
ひ
と
り
が
国
家

の
方
向
性
を
決
め
る
事
案
は
必
ず

YES

・N
O

を
態
度
で
表
現
す
べ
き

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

２
０
１
５
年
　
研
究
集
会
『
奨
学
金
問
題
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
学
ぶ
』
を
開
催

若
者
を
苦
し
め
る
『
奨
学
金
問
題
』
の
解
決
を
�

　

鹿
児
島
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
は
、

11
月
４
日
（
水
）、ホ
テ
ル
ウ
ェ
ル
ビ
ュ
ー

か
ご
し
ま
で
、
77
人
が
参
加
し
研
究
集

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
、中

央
労
福
協
（
全
国
大
）
で
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る「
奨
学
金
問
題
」に
つ
い
て
、

岩
重
佳
治
弁
護
士
を
お
招
き
し
、「
奨
学

金
の
現
状
と
課
題
」
と
題
し
て
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
か
つ
て
２
割

程
度
で
あ
っ
た
奨
学
金
利
用
者
は
年
々

増
加
し
、
今
や
１
７
７
万
人
に
膨
れ
上

が
り
、
大
学
生
の
２
人
に
１
人
が
何
ら

か
の
奨
学
金
を
利
用
し
て
い
る
実
態
に

あ
り
ま
す
。

　

な
お
、１
９
７
０
年
代
半
ば
以
降
、「
受

益
者
負
担
論
」
に
基
づ
く
教
育
制
度
に

よ
っ
て
公
費
支
出
が
抑
え
ら
れ
た
結
果
、

大
学
の
授
業
料
は
高
騰
化
し
、世
界
で

最
も
高
い
水
準
に
な
っ
て
お
り
、
学
費

が
高
く
て
も
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
、教

育
費
が
か
か
る
頃
に
は
賃
金
が
上
が
る

と
い
う
雇
用
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
て
い

た
か
ら
で
す
。
し
か
し
今
や
、
経
済
の

悪
化
・
雇
用
制
度
の
変
化
に
伴
い
、
家

計
収
入
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
奨
学
金
に
頼
ら

な
け
れ
ば
大
学
に
進
学
で
き
な
い
状
況

に
あ
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

か
つ
て
日
本
育
英
会
（
現
日
本
学
生
支

援
機
構
）
の
奨
学
金
は
無
利
子
で
あ
り

ま
し
た
が
、政
府
の
教
育
政
策
転
換
に

よ
り
、１
９
８
４
年
に
有
利
子
枠
が
作

ら
れ
、今
や
大
学
生
の
約
7
割
が
有
利

子
枠
と
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

な
お
、大
学
を
卒
業
し
て
も
、就
業
状

況
の
変
化
に
よ
り
非
正
規
雇
用
な
ど
、労

働
環
境
は
厳
し
く
、８
割
の
人
が
年
収
３

０
０
万
円
以
下
で
奨
学
金
の
返
済
に
苦

学費高騰と親の収入低下で奨学金利用者が増加

　［大学生の平均貸与総額２９５万円］
　　　　　　　　　　　　　　　（２０１２年文科省資料より）

　給付型奨学金の導入に向けて
　　　　　　　全国「署名活動」展開中�

研究集会の様子（立石理事長挨拶）

労
し
て
い
る
の

が
実
態
で
す
。

　

現
在
、
労
福

協
で
は
、奨
学
金

問
題
の
改
善
を

図
る
べ
く
、全
国

大
で
、『
署
名
活

動
』
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
１

人
で
も
多
く
の

方
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

「ワークルール検定2015・秋（初級）」実施される

事前講習の模様。講師は紺屋
博昭熊本大学教授です

　11月23日（勤労感謝の日）に、（一社）日
本ワークルール検定協会が主催する「ワー
クルール検定2015・秋（初級）」が鹿児島な
ど全国９ブロック12会場で実施され、全国で
約800人、鹿児島で73人が受検しました。
　厚生労働省、公益財団法人日本生産性本
部、鹿児島県労働委員会、公益社団法人鹿
児島県労働基準協会、鹿児島県経営者協会
の後援をいただきました。
　ワークルール検定は、職場で働く際の労働
法上のきまり（ワークルール）について、正
確な知識を獲得するための検定制度です。職場の環境が変わり、働き方も
多様になって、身近なところでいろいろな問題が起こっている中、ワークルー
ルを知っていれば問題を未然に防止、解決できたりすることもたくさんあり
ます。

　では、検定問題から一問
　問題：サービス残業させられたとき、実際に働いた時間を証明する資料と
　　　　なりうるものをすべて選びなさい。
　　　　　１．手帳や日記の記載　　　３．パソコンのログ時間
　　　　　２．家族への帰宅メール　　４．タイムカード

　さて、解答は？　　　１、２、３、４　です。
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11
月
９
日
、
来
年
５
月
営
業
開
始

予
定
の
種
子
島
支
店
新
店
舗
建
築
に

基
づ
く
地
鎮
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

小
雨
交
じ
り
の
天
候
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
東
鹿
児
島
県
本
部
長
の
斎

鎌（
い
み
か
ま
）を
使
っ
た
刈
初（
か

り
そ
め
）、
井
上
祐
子
範
企
画
取
締

役
所
長
の
斎
鍬（
い
み
く
わ
）を
使
っ

た
鍬
入
（
く
わ
い
れ
）
の
後
、
出
席

者
全
員
の
玉
串
奉
奠
を
行
い
工
事
の

安
全
祈
願
を
無
事
終
了
い
た
し
ま
し

た
。

　

10
月
24
日
、
喜
界
町
の
メ
ン
ハ
ナ

公
園
に
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
前
日
か
ら
の
雨

で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
友

の
会
２
チ
ー
ム
を
含
む
11
チ
ー
ム
55

人
が
参
加
さ
れ
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

終
盤
で
雨
に
な
り
難
易
度
が
増

し
ま
し
た
が
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
も

出
て
、
笑
い
声
や
「
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ

ト
�
」
の
歓
声
で
多
い
に
盛
り
上

が
り
、
会
員
相
互
の
親
睦
が
深
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

11
月
21
日
、
熊
毛
労
福
協
と
の
共

催
に
よ
る
「
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
９
会
員
13

チ
ー
ム
（
１
３
８
人
）
が
参
加
、
リ

ン
ク
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
優
勝
：
西
之
表
市
職
労

Ａ
、
準
優
勝
：
九
電
労
、
第
３
位
：

せ
い
ざ
ん
病
院
労
組
、
第
４
位
：
西

之
表
市
職
労
Ｂ
。

　

試
合
終
了
後
、「
お
楽
し
み
抽
選

会
」
を
行
い
、
特
等
「
高
速
船
ト
ッ

ピ
ー
の
往
復
チ
ケ
ッ
ト
」
が
当
た
っ

た
人
は
大
喜
び
�
参
加
者
全
員
に
商

品
が
行
き
渡
り
楽
し
い
一
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
支
店
は
、
鹿
児
島
・
日

置
・
指
宿
の
３
地
域
推
進
委
員
会
合

同
に
よ
る
『
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
＆
お

楽
し
み
抽
選
会
』
を
指
宿
市
開
聞
町

に
て
開
催
し
、
25
会
員
よ
り
ご
家
族

を
含
め
た
３
０
０
人
（
大
人
２
２
３

人
・
子
供
77
人
）
の
皆
さ
ま
に
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。
じ
ゃ
が
い
も
掘

り
も
今
回
で
５
回
目
と
な
り
、
２
年

連
続
で
参
加
者
が
３
０
０
人
を
超
え

る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
、
地
元
実
行
委
員
会

の
皆
さ
ま
に
よ
る
採
れ
た
て
＂
ふ
か

し
じ
ゃ
が
い
も
・
さ
つ
ま
い
も
＂
の

振
る
舞
い
に
始
ま
り
、
家
族
や
仲
間

と
一
緒
に
な
っ
て
、
じ
ゃ
が
い
も
掘

新
店
舗
建
築
始
動
！

地
鎮
祭
を
執
り
行
う
！

種
子
島
支
店

喜
界
地
区
労
福
協
・
ろ
う

き
ん
ス
ポ
ー
ツ
大
会

大
島
支
店
推
進
委
員
会

労
福
協
と
共
催
で

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
！

種
子
島
支
店

２
年
連
続
で
３
０
０
人
超
え
！

「
安
心
し
て
く
だ
さ
い
、

お
イ
モ
入
っ
て
い
ま
す
よ
！
」

　
　

鹿
児
島
支
店
／

３
地
域
推
進
委
員
会
合
同

り
・
サ
プ
ラ
イ
ズ
の
か
ぶ
掘
り
に
汗

を
流
し
ま
し
た
。

　

収
穫
後
は
、か
い
も
ん
山
麓
ふ
れ
あ

い
公
園
へ
会
場
を
移
し
、笹
井
推
進
委

員
長
の
挨
拶
で
昼
食
交
流
会
が
始
ま

り
、お
待
ち
か
ね
の
地
元
の
「
採
れ
た

て
新
鮮
野
菜
や
新
米
」
が
も
ら
え
る

お
楽
し
み
抽
選
会
で
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

11
月
15
日
、
秋
空
の
下
、
店
推
進

委
員
会
お
よ
び
青
年
女
性
推
進
委
員

会
は
合
同
開
催
に
て
「
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
大
会
」
を
伊
佐
市
菱
刈
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
で
開
催
し
、
87
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

子
供
か
ら
大
人
ま
で
、
慣
れ
な
い

ス
ポ
ー
ツ
に
皆
さ
ん
悪
戦
苦
闘
し
な

が
ら
も
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
笑
い
声

が
聞
こ
え
和
気
あ
い
あ
い
と
親
睦
を

図
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。大
会
中
、

ろ
う
き
ん
運
動
の
推
進
に
つ
い
て
全

体
で
確
認
い
た
だ
き
、
終
了
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

会
員
還
元

イ
ベ
ン
ト
開
催
し
ま
し
た
！

大
口
支
店
推
進
委
員
会

≪
団
体
の
部
≫

優　

勝　

喜
界
消
防
分
署
チ
ー
ム

準
優
勝　

喜
界
町
職 

建
設
課
チ
ー
ム

３　

位　

生
和
糖
業
労
組
Ａ
チ
ー
ム

≪
個
人
の
部
≫

優　

勝　

大
山　

祐
平

　
　
　
（
喜
界
消
防
分
署
チ
ー
ム
）

準
優
勝　

徳
島　

祥
弘

　
　
　
（
生
和
糖
業
労
組
Ａ
チ
ー
ム
）

３　

位　

富　
　

充
弘

　
　
　
（
保
健
福
祉
課 

湾
Ａ
チ
ー
ム
）

敢
闘
賞　

朝
日　
　

花

　
　
　
（
保
健
福
祉
ｅ
ｔ
ｃ
チ
ー
ム
）
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10
月
20
日
、指
宿
地
域
を
皮
切
り
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
店
・
地
域
推
進
委
員

会
」
は
、11
月
12
日
の
川
内
支
店
・
大
島
支
店
を
も
っ
て
、13
支
店
お
よ
び
３
地

域
す
べ
て
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
の
役
員
・
担
当
者
が
一
堂
に
集
い
、ろ
う

き
ん
が
目
指
す
「
し
あ
わ
せ
創
造
運
動
」
を
推
進
し
つ
つ
、年
末
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

や
さ
ら
な
る
利
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

全
て
の
地
域
で
推
進
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

　

友
の
会
徳
之
島
支
部
は
、
11
月
16

～
19
日
、
２
泊
３
日
の
旅
行
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。行
き
先
は
、姶
良
・

霧
島
方
面
の
紅
葉
と
温
泉
の
旅
、
道

中
、
友
の
会
霧
島
支
部
の
仲
間
と
の

交
流
会
も
行
い
ま
し
た
。
現
職
当
時

　

11
月
20
日
、「
２
０
１
５
県
本
部

ろ
う
き
ん
友
の
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」

が
、
県
下
各
地
よ
り
総
勢
３
１
２
人

（
48
チ
ー
ム
）
の
会
員
お
よ
び
関
係

者
が
一
堂
に
集
い
、
鹿
児
島
市
「
か

ご
し
ま
健
康
の
森
公
園
」
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
団
体
優
勝
は
「
鹿
児
島

南
Ｂ
」
ス
コ
ア
２
２
９
打
、
２
位
は

「
加
世
田
Ｃ
」
ス
コ
ア
２
２
９
打
（
※

同
ス
コ
ア
の
た
め
最
少
打
数
に
よ

◀10/29
　出水支店推進委員会

優勝した鹿児島南Bチームの皆さん

霧
島
支
部
の
仲
間
と

親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

ろ
う
き
ん
友
の
会
徳
之
島
支
部

２
０
１
５
県
本
部
ス
ポ
ー
ツ
大
会

秋
空
の
下
、
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
！

県
本
部
ろ
う
き
ん
友
の
会

の
懐
か
し
い
面
々
や
初
対
面
の
方
々

と
の
交
流
に
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

り
決
定
）、
３
位
は
「
鹿
児
島
南
Ａ
」

ス
コ
ア
２
３
１
打
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、個
人
は
角
之
上
ひ
と
し
氏（
鹿

児
島
県
庁
Ｂ
、
ス
コ
ア
29
打
）
が
見

事
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

11/12
大島支店推進委員会▶

▲11/ ９
　志布志支店推進委員会

11/ ９
霧島支店推進委員会▶

出演者のみなさん

◀町娘を好演中�

～国民文化祭かごしま
に参加して～

川内支店

　11月７日、川内支店の白根職員が、い
ちき串木野市で行われた「第30回国民
文化祭」薩摩藩英国留学生フェスティ
バルの渡英劇に同市職労の誘いで町娘
役として出演しました。
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第
９
回
産
別
・
単
組
代
表
者
会
議
の
開
催

報 告

　

第
９
回
産
別
・
単
組
代
表
者
会
議
を
２
０
１
５
年
11
月
18
日
（
水
）
に
全
労
済
鹿
児
島
県
本
部
４
階
大
会

議
室
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
21
の
産
別
・
単
組
代
表
者
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

森
田
議
長
の
進
行
の
も
と
、２
０
１
５
年
度
下
半
期
に
お
け
る
取
り
組
み
強
化
に
つ
い
て
、全
産
別
・
単
組

が
一
体
と
な
っ
て
目
標
達
成
を
め
ざ
し
て
い
く
こ
と
を
全
体
で
確
認
し
、閉
会
し
ま
し
た
。

※�

個
別
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
各
産
別
・
単
組
の
実
情
に
応
じ
て
の

取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

　

全
労
済
の
マ
イ
カ
ー
共
済
は
、２
０
１
６
年
２
月
１
日
以
降
を
共
済
期
間
の
開
始
日
と
す

る
ご
契
約
よ
り
、わ
か
り
や
す
さ
の
追
求
と
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
改
善
を
目
的
と
し
、制
度
改

定
を
実
施
し
ま
す
。

今後も健全性・安全性のあるマイカー共済制度を提供し続け、
組合員満足度の高い「マイカー共済」をめざしますので、

皆さまのご理解・ご協力をお願いいたします。

【報告】
♦2015年度産別・単組代表者会議の構成員および役員の選任について
♦産別・単組代表者会議規則の改定について
♦全労済鹿児島県本部共済活動表彰基準について
♦各産別・単組における取り組み状況について

【議題】
♦2015年度産別・単組代表者会議活動計画【2015年11月補強案】
　および2015年度重点共済新規契約目標の設定について

2016年
2月実施

制
度
改
定
の
ご
案
内

マ
イ
カ
ー
共
済

【
新
規
】
２
０
１
６
年
１
月
１
日
以
降
効
力
開
始
と
な
る
契
約

【
継
続
】
２
０
１
６
年
１
月
以
降
に
満
期
を
迎
え
、
継
続
と
な
る
契
約

実施時期

制度改定の詳細については
全労済までお問い合わせください。

２
０
１
５
年
度

産
別
・
単
組
代
表
者
会
議
活
動
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
２
０
１
５
年
11
月
補
強
案
】

⑴ 

自
賠
責
共
済
の
推
進

⑵ �

機
関
紙
へ
の
掲
載
に
よ
る
認
知
度
向
上
に
む
け
た
取 

 

り
組
み

⑶ 

産
別
傘
下
・
関
係
組
織
未
加
入
団
体
の
紹
介

⑷ 

全
労
済
関
連
行
事
へ
の
積
極
的
な
関
わ
り

⑸ 

全
労
済
推
進
会
議
の
設
置
促
進

⑹ 

「
共
済
活
動
表
彰
基
準
」
に
も
と
づ
く
活
動
の
展
開

⑺ 

「
全
労
済
組
合
員
ア
ピ
ー
ル
運
動
」
の
取
り
組
み

⑻ 

重
点
共
済
の
目
標
設
定

※
線
部
が
補
強
箇
所

制度改定のポイント
～共済掛金の改定～

これまでの共済金の支払状況を踏まえて、基本補償・車両
損害補償・その他特約の掛金の見直しを行います。

～新たな等級制度の導入～
7等級以上の契約について、等級制度を「事故なし」と「事
故あり」に区分し、同じ等級でも異なる割引率を使用する
こととしました。

～運転者年齢条件区分の見直しと
主たる被共済者年齢区分の導入～

「運転者年齢条件」のうち、「30歳以上補償」の区分を廃
止します。また、「26歳以上補償」「35歳以上補償」の
契約を対象に「主たる被共済者年齢区分」を導入します。
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店
舗
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
！

２
０
１
５
年
12
月
１
日
～
12
月
29
日

全
労
済
プ
レ
ゼ
ン
ツ

　「
第
４
回
ち
び
っ
こ
フ
ッ
ト
サ
ル

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
６
」
開
催
の
お
知
ら
せ

　

今
回
で
４
回
目
と
な
る
「
ち
び
っ
こ
フ
ッ
ト
サ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
２

０
１
６
年
１
月
11
日
（
月
・
祝
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

前
回
に
引
き
続
き
、全
労
済
が
特
別
協
賛
し
「
全
労
済
プ
レ
ゼ
ン
ツ
」
と

称
し
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
、全
労
済
も
会
場
内
に
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、子
ど
も
た
ち
の
元
気
な

プ
レ
ー
を
応
援
す
る
予
定
で
す
。
ぐ
り
ん
ぼ
う
と
一
緒
に
応
援
・
観
戦
し
ま

せ
ん
か
？

　

全
労
済
ぐ
り
ん
ぼ
う
で
は
、
２
０
１
５
年
12
月
1
日
～
12
月
29
日
ま
で
店
舗

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

｢

今
の
保
障
で
問
題
な
い
の
か｣｢

保
障
を
見
直
す
方
法
が
わ
か
ら
な
い｣

な
ど
、

保
障
に
関
す
る
素
朴
な
疑
問
を
ぐ
り
ん
ぼ
う
店
舗
で
解
決
し
ま
せ
ん
か
？

　

｢

気
軽
に
・
何
で
も
・
何
度
で
も
相
談
で
き
る
『
親
切
で
頼
れ
る
店
舗
』｣

を

合
言
葉
に
、
ぐ
り
ん
ぼ
う
鹿
児
島
・
鹿
屋
・
奄
美
の
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
心
よ
り
ご

来
店
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
テ
レ
ビ
】

12
月
11
日　

15
：
00
～

　

Ｋ
Ｔ
Ｓ
「
な
っ
得
テ
レ
ビ
」

【
ラ
ジ
オ
】

12
月
３
日　

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ

12
月
８
日　

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ

12
月
９
日　

Ｍ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ

12
月
17
日　

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ

１
月
13
日　

Ｍ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ

　

12
月
の
店
舗
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や

全
労
済
に
つ
い
て
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
通
じ
て
情

報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
生
活
に
役
立
つ
情
報
や

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
告
知
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

【
開
催
日
時
】

　

２
０
１
６
年
１
月
11
日
（
月
・
祝
）

　

開
場
：
８
時
30
分　
　

試
合
開
始
：
９
時
30
分
～

　【
開
催
場
所
】

　

ア
ー
バ
ン
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ク
ラ
ブ
エ
ル
グ

　

住
所
：
鹿
児
島
市
城
南
町
７
ー
８

 

ぐりんぼうも
応援にいくよ！

メ
デ
ィ
ア
広
告
の 

お
知
ら
せ

ご来店いただいた方
全員にプレゼント�

来店で
もらえる

さらに�
ご来店のうえマイカー共済ま
たは住まいる共済にご加入い
ただいた方にプレゼント�

加入して
もらえる

マイクロファイバーモップ▶
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臨床心理士　山藤奈穂子

　

Ｑ　
発
達
障
害
が
あ

る
人
は
ス
ト
レ
ス
を
た

め
込
み
や
す
い
の
で

し
ょ
う
か
？

　

Ａ　
周
り
の
人
の
気

持
ち
も
そ
う
で
す
が
、

自
分
自
身
の
感
情
把
握

が
苦
手
な
方
が
多
く
、

ス
ト
レ
ス
を
自
覚
し
に

く
い
よ
う
で
す
。
嫌
な

こ
と
や
つ
ら
い
こ
と
を

自
覚
す
る
こ
と
が
、
ス

ト
レ
ス
解
消
に
は
大
切

で
す
。
状
況
を
変
え
る

次
の
一
歩
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

Ｑ　
感
情
や
ス
ト
レ

ス
を
自
覚
す
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

Ａ　
研
修
会
や
書
籍
な
ど
で
学
ぶ

機
会
が
あ
る
と
よ
い
で
す
ね
。
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
る
と
、
動
悸
や
息

苦
し
さ
、
首
や
肩
の
緊
張
、
微

熱
、
頭
痛
・
腹
痛
、
食
欲
の
低

下
、
不
眠
な
ど
、
体
が
サ
イ
ン

を
出
し
ま
す
。
こ
う
し
た
こ

と
を
学
び
、
自
分
な
り
の
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
を
見
つ
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

Ｑ　
次
は
解
消
法
で
す
ね
。

　

Ａ　

自
分
な
り
の
方
法
を
、

簡
単
な
も
の
か
ら
大
が
か
り
な

も
の
ま
で
10
く
ら
い
持
っ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
効
果
的
な
も
の

と
し
て
は
、
軽
い
運
動
、
趣
味

な
ど
好
き
な
こ
と
に
打
ち
込

む
、
読
書
や
映
画
、
音
楽
な
ど

別
世
界
を
味
わ
う
、
掃
除
を
し

て
い
ら
な
い
も
の
を
捨
て
る
な

ど
で
す
。
会
社
で
あ
れ
ば
、
目

を
閉
じ
て
深
呼
吸
（
３
秒
吸
っ

て
５
秒
吐
く
）
を
数
回
す
る
だ

け
で
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
あ

り
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
の
原
因
そ

の
も
の
を
取
り
除
け
れ
ば
よ
い

の
で
す
が
、
そ
う
簡
単
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
大
切
な
の
は
、
緊

張
や
不
快
感
、
疲
労
感
な
ど
を

サ
イ
ン
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て

い
る
こ
と
を
自
覚
し
、
適
切
に

解
消
す
る
こ
と
。
そ
の
ス
キ
ル

は
、
心
身
の
健
康
に
と
っ
て
欠

か
せ
な
い
も
の
な
の
で
す
。

発達障害がある人のためのソーシャル・スキル
（４）ストレス解消

ニュース・
ワード

アクティブ・ラーニング

「
正
解
」
を
選
ぶ
形
で
し
た
。
そ
れ

が
２
０
２
０
年
頃
か
ら
、
思
考
力
や

表
現
力
を
問
う
記
述
式
の
も
の
が
導

入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
マ
ー

ク
シ
ー
ト
方
式
の
よ
う
に
一
律
的
な

評
価
が
難
し
い
と
い
う
課
題
も
抱
え

て
い
ま
す
。

　

直
訳
す
る
と
「
能
動
的
な

学
び
」。
教
育
機
関
に
お
け

る
教
師
と
生
徒
、
ま
た
は
生

徒
同
士
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

に
よ
る
対
話
式
授
業
の
こ
と

で
す
。

　

た
と
え
ば
社
会
科
な
ど
で

「
○
○
の
よ
う
な
こ
と
が
問

題
と
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
教

師
が
教
え
る
の
で
は
な
く
、

「
○
○
と
い
う
問
題
が
あ
り

ま
す
が
、
ど
う
思
い
ま
す

か
？
」
と
問
い
か
け
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
日
本
の
学
校
で

は
、
生
徒
が
教
師
の
講
義
を
一
方
的

に
聞
く
形
式
が
主
流
で
、
大
学
セ
ン

タ
ー
入
試
も
マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式
で

読
　
者

か
ら
の

声
　

197

　

学
び
た
い
が
親
の
経
済
力
で
は

大
学
に
進
学
す
る
こ
と
を
諦
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
人

の
た
め
の
奨
学
金
の
無
利
子
化
、

で
き
れ
ば
給
付
型
奨
学
金
の
制
度

導
入
を
願
い
ま
す
。

（
指
宿
市
・
女
性
）

　
「
か
ご
し
ま
労
働
者
福
祉
だ
よ
り
」

の
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
最

近
話
題
に
な
っ
て
い
る
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
」
の
こ
と
も
よ
く
分
か
り
、
活

動
内
容
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
も
労
金
に
「
た
よ
り
」
を

も
ら
い
に
行
き
、
愛
読
し
た
い
と
思

い
ま
す
。　
（
薩
摩
川
内
市
・
女
性
）

　

鹿
児
島
三
大
行
事
と
言
え
ば
「
お

は
ら
祭
り
」
で
す
。
全
労
済
ブ
ー

ス
に
行
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
保
障
の
相
談
や
、
自
動
車
安
全

運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
し

た
い
で
す
。　
（
鹿
屋
市
・
男
性
）

　

働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
を
つ
く

る
た
め
に
、
今
度
「
ワ
ー
ク
ル
ー

ル
検
定
」を
受
講
し
、職
場
の
ル
ー

ル
に
つ
い
て
学
ん
で
み
よ
う
と
思

い
ま
す
。　
（
鹿
児
島
市
・
男
性
）

　
「
ろ
う
き
ん
開
聞
山
麓
い
も
ほ

り
」
が
今
年
も
開
催
さ
れ
て
申
し

込
み
ま
し
た
。
昨
年
都
合
が
悪
く

行
け
な
か
っ
た
の
で
今
年
は
楽
し

み
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
鹿
児
島
市
・
男
性
）
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鹿
児
島
地
域
労
福
協
は
、
10
月
24

日
（
土
）
10
時
か
ら
労
金
県
本
部
５

階
会
議
室
で
介
護
教
室
を
開
催
し
、

20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
講
師
は
産
業

保
健
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る

保
健
師
の
川
添
多
美
子
氏
で
、「
脳

ト
レ
・
20
歳
脳
が
若
返
る
」
の
演
題

で
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
疲
れ
た
脳
、

老
朽
化
し
た
脳
を
活
性
化
す
る
方
法

な
ど
、
自
ら
が
要
介
護
者
に
な
ら
な

い
た
め
の
「
介
護
予
防
の
運
動
」
な

ど
実
技
を
交
え
た
講
義
で
大
変
有
益

で
し
た
。

路
、
東
洋
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ
「
曽
木
の

滝
」
へ
。
到
着
す
る
と
、
案
内
人
が

待
っ
て
い
て
、
６
班
に
分
か
れ
て
曽

木
発
電
所
遺
構
・
分
水
路
・
曽
木
の

滝
を
見
学
し
ま
し
た
。
初
夏
か
ら
秋

に
か
け
姿
を
現
す
曽
木
発
電
所
は
、

周
囲
の
水
が
引
い
て
お
り
、
そ
の
姿

に
皆
さ
ん
大
感
激
で
し
た
。
洪
水
対

策
を
目
的
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
分
水

路
は
、
石
造
り
で
滝
と
は
違
っ
た
魅

力
あ
る
景
観
を
生
み
出
し
て
い
ま
し

た
。
曽
木
の
滝
は
滝
幅
２
１
０
ｍ
で

日
本
一
の
滝
幅
を
持
っ
て
お
り
、
こ

ち
ら
も
見
応
え
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昼
食
を
食
べ
て
コ
カ
・
コ
ー
ラ
工

場
を
見
学
し
、
最
後
に
え
び
の
に
あ

る
森
岡
城
へ
。
全
国
か
ら
集
め
た
貴

重
な
木
材
を
使
用
し
た
日
本
建
築
の

集
大
成
と
も
言
え
る
城
で
、
テ
レ
ビ

番
組
の
「
ナ
ニ
コ
レ
珍
百
景
」
に
も

取
材
さ
れ
た
と
言
う
だ
け
あ
っ
て
凄

い
内
・
外
装
で
し
た
。
個
人
の
城
で

す
が
現
在
も
観
光
用
の
城
を
建
築
中

で
す
。
是
非
一
度
訪
ね
て
み
て
く
だ

さ
い
。

で
の
出
来
事
や
種
子
島
の
食
材
な
ど

話
題
に
は
事
欠
か
ず
、
ま
た
、
苦
手

な
食
材
を
使
っ
た
料
理
も
自
分
で

作
っ
た
も
の
と
な
る
と
箸
も
進
み
、

楽
し
い
試
食
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
15
日
（
日
）、薩
摩
川
内
市
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
北
薩

地
域
労
福
協
主
催
（
女
性
委
員
会
共

催
）
で
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

さ
つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議
会
管
理

栄
養
士
の
本
田
智
子
氏
を
講
師
に
迎

え
、
子
ど
も
５
人
を
含
む
18
人
の
参

加
者
で
、
楽
し
く
ス
イ
ー
ツ
作
り
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
、
ア
ッ

プ
ル
サ
イ
ド
ダ
ウ
ン
ケ
ー
キ
、
鹿
児

島
の
郷
土
菓
子
か
る
か
ん
饅
頭
ま

で
、
欲
張
っ
て
３
種
類
の
ス
イ
ー
ツ

作
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

途
中
、
生
ク
リ
ー
ム
を
混
ぜ
過
ぎ

て
作
り
直
し
た
り
、
オ
ー
ブ
ン
の

焼
き
時
間
が
足
り
な
か
っ
た
り
と

ち
ょ
っ
と
し
た
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
り

ま
し
た
が
、
自
分
た
ち
で
作
っ
た
ス

イ
ー
ツ
は
見
た
目
も
味
も
最
高
で
し

た
。
終
了
後
、
全
員
で
会
食
し
、
食

欲
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
た
。

「
第
11
回
介
護
教
室
」
の
開
催

鹿
児
島
地
域
労
福
協演題「脳トレ・20歳脳が若返る」

　

姶
良
伊
佐
地
域
労
福
協
は
10
月
24

日
（
土
）、
歴
史
探
訪
in
伊
佐
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

8
時
に
隼
人
支
所
を
出
発
し
、
労

金
加
治
木
支
店
跡
、
栗
野
物
産
館
の

３
カ
所
で
乗
車
し
て
い
た
だ
き
、
一

男
の
料
理
教
室
を
開
催

姶
良
伊
佐
地
域
労
福
協

　

２
０
１
３
年
度
か
ら
男
性
、
女
性

問
わ
ず
に
募
集
し
、
今
年
度
は
10
月

24
日
に
子
供
１
人
を
含
む
19
人
の
参

加
の
下
、
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

食
生
活
改
善
推
進
委
員
を
講
師
に

迎
え
、今
が
旬
の
ザ
コ
（
き
び
な
ご
）

料
理
３
種
を
メ
ー
ン
に
地
元
の
野
菜

や
生
活
習
慣
病
を
防
ぎ
、
高
い
栄
養

価
が
あ
る
厚
揚
げ
、
鶏
レ
バ
ー
を
取

り
入
れ
た
５
品
を
作
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
料
理
開
始
時
は
、
ベ

テ
ラ
ン
講
師
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
な

が
ら
、お
ど
お
ど
し
た
手
付
き
で
、き

び
な
ご
を
手
で
わ
ざ
い
た
り
（
手
開

き
の
こ
と
）、
揚
げ
た
り
、
野
菜
の
千

切
り
に
奮
闘
し
た
り
し
て
い
ま
し
た

が
、
料
理
が
出
来
上
が
る
こ
ろ
に
は

手
さ
ば
き
も
様
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

み
ん
な
で
協
力
し
て
作
り
上
げ
た

料
理
を
彩
り
よ
く
盛
り
付
け
て
か
ら

試
食
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
調
理
中

チームワークも抜群！調理も捗ります

　

11
月
14
日
（
土
）、国
分
公
民
館
調

理
場
で
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
身
体
に
も
や
さ
し
い
サ

バ
缶
を
使
っ
た
健
康
料
理
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
サ
バ
の
水
煮
缶
で
炊
き
こ

み
ご
飯
、
サ
バ
缶
の
具
だ
く
さ
ん
の

味
噌
汁
、
サ
バ
缶
ハ
ン
バ
ー
グ
、
サ

バ
缶
で
簡
単
酢
の
物
な
ど
、
４
つ
の

メ
ニ
ュ
ー
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
料

理
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
日
頃
家
で
お
手
伝
い
し

て
い
る
よ
う
で
、包
丁
さ
ば
き
の
上
手

な
人
ば
か
り
で
楽
し
い
教
室
で
し
た
。

　

お
昼
に
は
、
出
来
た
料
理
を
食
べ

な
が
ら
会
話
が
弾
み
ま
し
た
。
ま
た

自
慢
の
メ
ニ
ュ
ー
が
増
え
、
家
で
の

料
理
作
り
が
楽
し
み
な
良
い
体
験
に

な
り
ま
し
た
。

見事（�）な包丁さばき

「
食
欲
の
秋
は
、

甘
い
ス
イ
ー
ツ
で
！
」

北
薩
地
域
労
福
協

歴
史
探
訪
in
伊
佐
を
開
催

姶
良
伊
佐
地
域
労
福
協

建ちはじめて15年、現在も建築中の
森岡城です

食
と
健
康
を
考
え
た
料
理
教
室

熊
毛
地
域
労
福
協

「よーく、まぜまぜしてネ」
「うん！わかった！」
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〔
解
答
〕
は
必
ず
ハ
ガ
キ
で
、
住
所
、

名
前
、
職
場
名
、
郵
便
番
号
を
明
記

の
こ
と
。
１
人
１
通
に
限
り
ま
す
。

な
お
、
労
福
協
各
団
体
に
対
す
る
ご

意
見
な
ど
も
お
書
き
く
だ
さ
い
。
締

め
切
り
は
２
０
１
６
年
１
月
６
日
必

着
。
今
回
も
20
人
の
方
に
賞
品
を
進

呈
し
ま
す
。

〔
送
り
先
〕
〒
890
‐
00　
64
鹿
児
島
市

鴨
池
新
町
五
‐
七
‐
六
〇
三　

鹿
児

島
県
労
福
協
「
ク
イ
ズ
」
係

　

11
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え

　

多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は

66
通
で
、
64
通
が
正
解
で
し
た
。
厳

正
な
抽
選
の
結
果
、
下
記
の
20
人
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

︿
解
き
方
﹀ 

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
５
文

字
を
う
ま
く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

答え「ナベリョウリ」
　　  （鍋料理）

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１
　�
買
わ
な
け
れ
ば
当
た
り
ま
せ

ん

５
　�

寒
い
時
に
立
て
る
も
の

７
　
急
所
の
こ
と
で
す

８
　�

結
婚
の
時
、実
家
か
ら
持
っ

て
い
く
お
金

９
　�

大
石
内
蔵
助
の
息
子
の
名
前

11
　�

官
軍
の
反
対
は
…
軍

12
　�

昔
は
「
越
中
」
と
呼
ば
れ
た

県

13
　�「
わ
ず
か
」
と
い
う
意
味
で

す

15
　�

神
主
さ
ん
が
、あ
げ
ま
す

17
　�「
越
前
が
に
」
は
こ
の
県
の

冬
の
味
覚
で
す

18
　�

机
の
相
棒
で
す

19
　
…
…
ア
ン
グ
ル
、胃
…
…

20
　�

た
く
わ
え
て
い
く
こ
と

21
　�

あ
る
問
題
に
つ
い
て
の
考
え

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１
　�

ウ
サ
ギ
と
ヘ
ビ
の
間
に
い
ま

す

２
　�

冬
至
に
こ
れ
を
食
べ
る
と
風

邪
を
引
か
な
い
と
か

３
　�

イ
ノ
シ
シ
の
肉
を
「
山
…
…
」

と
言
い
ま
す

４
　�

東
京
と
パ
リ
の
…
…
は
８
時

間

５
　�

異
国
風
な
こ
と
。
…
…
な
建

物

６
　�
ス
ケ
ー
ト
場
の
こ
と
で
す

10
　�

だ
れ
で
も
知
っ
て
い
る
こ
と

に
知
ら
な
い
ふ
り
を
す
る
こ

と

12
　�

年
末
、正
月
の
飾
り
物
な
ど

を
売
る
店
が
並
び
ま
す

14
　�

く
い
打
ち
デ
ー
タ
の
…
…
が

次
々
に
発
覚

16
　�

投
資
に
は
必
ず
伴
い
ま
す

17
　�

パ
ン
粉
と
油
が
必
要
で
す

19
　�

松
島
や
広
島
が
有
名

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　

清
木
場　

努　
　

川
村　

範
子

　

大
石　

健
司　
　

櫻
木　

正
仁

　

高
木　

広
子　
　

鶴
田　

道
正

　

福
田
み
ゆ
き　
　

福
添
久
美
子

　

上
山　

伸
雄　
　

西
野
千
代
子

　

東
條　

雅
代　
　

加
倉　

芳
雄

　

小
原　

大
策　
　

清
野　

敬
子

　

安
藤　

義
之　
　

下
町　
　

岬

　

山
下　

修
司　
　

杉
崎　

裕
紀

　

福
山
喜
代
美　
　

下
沸
な
つ
み

九州労働金庫の定める保証機関保 証 機 関

県内の中小企業にお勤めの
方ならどなたでもご相談い
ただけます。

月・火・木・金曜　10：00～ 19：00
土曜・日曜　10：00～ 17：00
（水曜・祝日は休業）

http://kyusyu.rokin.or.jp
＊九州ろうきんホームページアドレス

＊全労済ホームページアドレス

＊労福協ホームページアドレス
http://www.zenrosai.coop

http://kagoshima-rofuku.jp/

1 0120ー２６２ー２５２
? 099ー２３９ー１３２０

別途保証料（年0.7％・年1.0％・年1.2％のいずれか）が必要となります。

勤労者ファミリー資金融資
金利が下がりました！

別途保証料（年0.7％・
年1.0％・年1.2％の
いずれか）が必要と
なります

ひとりで悩んでいませんか？
安心ネットが、あなたを応援します
まずはお気軽にお電話を!

安心ネットかごしま
鹿児島市鴨池新町５番７号 県労働者福祉会館 6Ｆ

連合鹿児島地域協議会内 

0120-307-830

安心ネット姶良伊佐
霧島市隼人町見次1089-1 ユーミー隼人ビル101

連合姶良伊佐地域協議会内

0120-783-022

■労働相談：月曜日～金曜日（祝日除く）
■介護相談：火曜日
■住宅なんでも相談：木曜日
■多重債務相談：火曜日・金曜日
　相談時間：午前10時～午後４時
　その他：休日、時間外のご相談は、別途対応します。
相談は無料。ただし、専門家に依頼する場合、別途費用が
かかる場合があります。


